
下記請負３件により本事業を実施。
①競争的資金制度管理・支援事業：ＰＤ１名を配置。
②環境研究・技術開発の推進戦略のフォローアップ等調査業務：
　・「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の総括フォローアップに係る、外部有識者による検討会を５回実施。
　・「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の改定に係る、外部有識者による検討会を４回実施。
③環境研究・技術開発推進事業追跡評価業務：
　・外部有識者による検討会を3回実施。評価対象課題は平成17年度終了の全64課題(自己評価アンケートを実施）。
　・その内、検討会による選定を経て、12課題についてヒアリングによる評価を実施。
（そのほか、公害防止等試験研究費等の課題の評価、配分計画の検討、研究評価等を行う総合研究開発推進会議を
開催。また、研究成果発表会及び地方公共団体試験研究機関等所長会議を開催。）
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

本事業では、主に以下３つの事項を実施することにより研究開発の評価の充実等を図る。
・環境省の競争的研究資金制度を統括し評価及び管理を行うプログラムディレクター（PD）の配置(下記実施状況①）
・「環境研究・環境技術開発の推進戦略」（中環審答申）フォローアップ及び改定に向けた検討(同②）
・環境省競争的資金の、終了後３～４年が経過した課題に係る成果の実用化・普及等に係る追跡評価(同③）

研究・技術開発を効果的に推進し、その成果の社会還元を一層進めるため、本事業は以下を目的に実施する。
・競争的研究資金制度等による環境研究・技術開発のより一層の効率的・効果的推進体制の確保
・環境分野における民間レベルを含めた研究開発動向の把握・整理
・評価の充実強化による研究開発の透明性向上

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

未定32

執行率 88% 100% 70%

事業番号 ２８０

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

平成18年度環境研究・技術開発推進事業

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

今年度、「環境研究・環境技術開発の推進戦略」を改定することから、これを踏まえてフォローアップ結果をより着実に
競争的研究資金の運営に反映させる等、効率的な運用を図っていく。

業務の進捗状況及び方針について、適宜打ち合わせを行い、妥当性を把握している。
特にプログラムディレクター（PD）とは、週に1回程度の割合で省内の競争的資金制度の担当課が打ち合わせを行って
おり、業務の状況・方針の把握が図られている。
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19年度 20年度 21年度

執行額

予算額(補正後） 56

総事業費(執行ベース) 28 30 40

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 環境研究技術室

上位政策

環境研究技術室長
秦　康之

総合環境政策局

一般会計

担当部局庁

環境政策の基盤整備

56

30 40

関係する計
画、通知等

－ －

22年度 23年度要求



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

（４０百万円）

【企画競争・請負】

【一般競争入札（総合評価方式）・請負】

【少額随意契約・請負】

A．（株）三菱総合研究所

（１４百万円）

・国の研究開発評価に関する大綱的指針において、新たに抜本的強

化を図ることが必要となる事項に対応し、課題評価、施策評価、政策

評価の全段階における評価を充実する。

（総合研究開発推進会議開催等経費：３百万円）

【一般競争入札（総合評価方式）・請負】

Ｂ．（社）国際環境研究協会

（２３百万円）

（＊３件の契約）

環境研究・技術開発の推進戦略のフォローアッ

プ等

①競争的資金制度管理・支援【企画競争・

請負】

②環境研究・技術開発推進事業追跡評価

【一般競争入札（総合評価方式）・請負】

③環境研究・技術開発に係る成果発表会

実施【少額随契・請負】



費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.．（株）三菱総合研究所 E.

使　途 金　額
(百万円）

雑務役費 推進戦略フォローアップに係る調
査費

14

計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 14

雑務役費
競争的資金制度管理・支援に係る
調査費

8

B.（社）国際環境研究協会 F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

雑務役費
環境研究・技術開発推進事業追
跡評価に係る調査費

14

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 22 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計


